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定期監査結果報告書 

 

第１ 監査の概要 

１ 監査の実施期間 

平成２９年１１月７日から平成２９年１２月１４日まで 

２ 監査の対象等 

監査対象 所管部署 

住吉小学校 

自彊小学校 

吉田中学校 

中央小学校 

学校教育課 

同 上 

同 上 

同 上 

３ 監査の事項及び範囲 

平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日までに執行された事務事業とし

た。なお、前回以前監査時の指摘事項等の措置状況を含む。 

４ 実施した監査手続き 

監査にあたっては、法令に基づき、財務に関する事務が適正かつ効率的に、経営

に係る事業の管理が、合理的かつ効率的に行われているかどうかに主眼をおき、あ

らかじめ指定した監査資料、提示のあった関係書類及び関係帳簿を審査するととも

に校長及び関係職員から説明を聴取するほか、質問その他必要と認めた監査を実施

した。 

第２ 監査の結果等 

各校についての監査の結果等は、後述のとおりである。 

なお、一部の事項については、それぞれ口頭で注意、指導を行った。 

(注)〇 文中のうち、千円単位で表示されているものは、単位未満は四捨五入とした。

したがって、合計額が一致しない場合がある。 

〇 比率(％)は、原則として小数点以下第 2位を四捨五入し、第 1位までとした。 

〇 歳入における、収入率の算式は収入額/調定額である。 

〇 歳出における、執行率の算式は支払額/予算現額である。 

１ 住吉小学校 

⑴  事務事業の概要】 

ア 平成 29 年度 学校経営について 

(ｱ)  グランドデザイン 

「学校経営構想：その年度の学校における教育が目指す姿を端的に示し

たもの」で別紙１のとおりである。 

(ｲ) 学校教育目標と重点目標 

ａ 学校教育目標 豊かな心 学ぶ力 

ｂ  重 点 目 標  やりぬく子(仲間意識) 

ｃ 経 営 目 標 信頼にこたえる学校 
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イ 学校安全指導 

(ｱ)  安 全 指 導 

(ｲ)  安 全 管 理 

(ｳ)  非常災害計画 

ウ 地域との連携 

エ 学校保健統計 

オ 職員数は 49 人(うち、育休 1人)である。 

カ 学級数・児童数は次のとおりである。 

学年 学級数 
児童数 

男 女 合計 

1 3 48 40 88 

2 3 34 41 75 

3 3 44 37 81 

4 3 50 35 85 

5 3 54 44 98 

6 3 37 46 83 

特別支援 2 8 6 14 

合計 20 275 249 524 

キ 予算執行状況（歳出）については、次のとおりである。 

小学校費・支払額は 9,224 千円で執行率は 33.2％である。     

(ｱ) 住吉小学校維持管理費 

支払額は 9,218 千円で執行率は 33.3％である。 

主なものは臨時職員賃金 620 千円、特定消耗品費 1,108 千円、教育材料

費 425 千円、修繕料 1,174 千円、電気使用料 1,065 千円、水道使用料 497

千円、パソコン等保守点検手数料 619 千円、その他役務費 730 千円、警備

保障業務委託料他 393 千円、パソコン借上料他 2,105 千円、備品購入費 128

千円である。 

(ｲ) 住吉小学校特別支援学級費 

支払額は 7千円で執行率は 8.9％である。 

ク 「吉田町立小・中学校備品取扱いの手引」に則って、備品管理が行われてい

るかについて新規購入備品の実査を行った。 

ケ 「学校私費会計取扱要領」に則って、会計業務が執行されているかについて

実査を行った。 

⑵  監査結果 

監査の結果、財務に関する事務についておおむね適正に、経営に係る事業の管

理についても、おおむね合理的に行われている。 
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２ 自彊小学校 

⑴  事業の概要】 

ア 平成 29 年度 学校経営について 

(ｱ)  グランドデザイン 

「学校経営構想：その年度の学校における教育が目指す姿を端的に示した

もの」で別紙２のとおりである。 

(ｲ) 学校教育目標と重点目標 

ａ 学校教育目標 自らつとめ はげむ子 

ｂ  重 点 目 標  気づき 考え 行動する子 

ｃ 学校経営目標   

(a)  学びのおもしろさを味わい、学びがいを感じる魅力ある授業づくり

を推進する。 

(b)  一人一人の成長への願いをもち、子どもに寄り添い、自尊感情や思

いやる心を育む。 

(c)  子どもの発想から出発し、子どもが主体となって教師と共に活気あ

る学校をつくる。 

(d)  創意と挑戦の精神のもと、教職員一人一人が持ち味を発揮し、組織

的な教育を展開する。 

(e)  家庭や地域・社会との連携を図り、相互の理解を深めて、「おらが

学校」としての信頼に応える。  

(ｳ) 学校経営の重点 

ａ  学びのおもしろさや、学びがいを実感させる魅力ある授業づくりを推

進する。(自己や他者を幸せにする力=「生きる」を育む) 

ｂ  自分で考え、的確に判断し、最後までやり抜く子どもを育てる。  

ｃ 自分を信頼し、他者への優しさを広げる思いやる心を育てる。 

ｄ たくましさを育てる。 

ｅ 地域とともにある学校づくりを推進する。 

イ 防災安全管理状況 

校内安全体制（防災計画） 

(ｱ) 防災組織 

(ｲ) 災害時による緊急時の対応 

(ｳ) 防災学習計画 

(ｴ) 事故対応 

ウ 学校保健統計 

エ 地域との協力状況 

オ 職員数は 39 人（うち、育休 1人、産休 1人）である。 

カ 学級数・児童数は次のとおりである。 

学年 学級数 児童数 



- 4 - 

 

男 女 合計 

1 3 39 41 80 

2 3 39 34 73 

3 2 23 42 65 

4 3 45 33 78 

5 2 33 32 65 

6 2 34 26 60 

特別支援 2 8 4 12 

合計 17 221 212 433 

キ 予算執行状況（歳入）については、次のとおりである。 

(ｱ) 雑入・電話使用料 

収入額は 4千円で執行率は 100.0％である。 

ク 予算執行状況（歳出）については、次のとおりである。 

小学校費・支払額は 9,326 千円で執行率は 38.7％である。 

(ｱ) 自彊小学校維持管理費 

支払額は 9,291 千円で執行率は 38.7％である。 

主なものは臨時職員賃金 600 千円、特定消耗品費 1,257 千円、教育材料

費 717 千円、修繕料 490 千円、電気使用料 866 千円、水道使用料 336 千円、

パソコン等保守点検手数料 619 千円、その他役務費 1,645 千円、警備保障

業務委託料等 345 千円、パソコン借上料他 1,755 千円、備品購入費 292 千

円である。 

(ｲ) 自彊小学校特別支援学級費 

支払額は 35 千円で執行率は 40.8％である。 

ケ 通級指導教室（発達障害）について 

通常の学級に在籍する、比較的軽度の障害がある児童に対して、障害の状況

に応じて特別な指導を行うための教室である。 

教科の学習は通常の学級で行う。 

児童数は 17 人(3 小学校計)、担当教員は 1人である。 

コ 「吉田町立小・中学校備品取扱いの手引」に則って、備品管理が行われてい

るかについて新規購入備品の実査を行った。 

サ 「学校私費会計取扱要領」に則って、会計業務が執行されているかについて

実査を行った。 

⑵  監査結果 

監査の結果、財務に関する事務についておおむね適正に、経営に係る事業の管

理についてもおおむね合理的に行われている。 

３ 吉田中学校 

⑴  事業の概要 
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ア 平成 29 年度 学校経営について 

(ｱ) グランドデザイン 

「学校経営構想：その年度の学校における教育が目指す姿を端的に示し

たもの」で別紙３のとおりである。 

(ｲ) 学校教育目標と重点目標 

ａ 学校教育目標  「活力あふれる吉中生」 

ｂ  重 点 目 標  「自ら学び 共に未来へ」 

ｃ 学校経営目標 

(a)  生徒が学ぶ喜び、できた達成感を実感する授業づくりを推進する。 

(b)  自分で考え、的確に判断し、最後までやり抜く生徒を育成する。 

(c)  生徒に付けたい力を意識した組織的な分掌運営を推進する。 

(ｳ) 学校経営の重点 

ａ  授業で学ぶ喜び・達成感を実感する生徒の育成 

ｂ  自分で考え、最後までやり抜く生徒の育成 

ｃ 「優しさと思いやり」のある生徒の育成 

ｄ 「自己肯定感」を育む生徒の育成 

ｅ 教職員がゆとりをもち、生徒と向き合える職場の創造 

イ 学校安全指導について 

(ｱ) 学校安全指導 

(ｲ) 交通安全指導 

(ｳ) 防 災 対 策 

ａ 防災組織 

ｂ 災害時による緊急時の対応 

ｃ 防災学習計画 

ｄ 事故対応 

ウ 地域との連携状況 

(ｱ) 地域との連携状況 

(ｲ) 吉田中学校健全育成会 

エ 学校保健統計 

オ 職員数は 79 人である。 

カ 学級数・生徒数は次のとおりである。 

学年 学級数 
生徒数 

男 女 合計 

1 8 146 118 264 

2 8 144 135 279 

3 9 151 138 289 

特別支援 3  13 4 17 
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合計 28 454 395 849 

キ 予算執行状況（歳出）については、次のとおりである。 

中学校費・支払額は 14,708 千円で執行率は 33.0％である。 

(ｱ) 吉田中学校維持管理費 

支払額は 14,697 千円で執行率は 33.1％である。 

主なものは臨時職員賃金 1,238 千円、特定消耗品費 2,200 千円、教育材

料費 1,111 千円、修繕料 1,115 千円、電気使用料 2,241 千円、上下水道使

用料 608 千円、医薬材料費 751 千円、冷暖房装置保守点検手数料 648 千円、

パソコン等保守点検手数料 688 千円、その他役務費 670 千円、警備保障業

務委託料等 524 千円、自動車借上料 719 千円、複写機借上料 513 千円、教

育用パソコン借上料 1,291 千円である。 

(ｲ) 吉田中学校特別支援学級費 

支払額は 11 千円で執行率は 7.5％である。 

ク 通級指導教室（発達障害）について 

通常の学級に在籍する、比較的軽度の障害がある生徒に対して、障害の状況

に応じて特別な指導を行うための教室である。 

教科の学習は通常の学級で行う。 

生徒数は 21 人、担当教員は 1人である。 

ケ 「吉田町立小・中学校備品取扱いの手引」に則って、備品管理が行われてい

るかについて新規購入備品の実査を行った。 

コ 「学校私費会計取扱要領」に則って、会計業務が執行されているかについて

実査を行った。 

⑵  監査結果 

監査の結果、財務に関する事務についておおむね適正に、経営に係る事業の管

理についてもおおむね合理的に行われている。 

４ 中央小学校 

⑴  事務事業の概要 

ア 平成２９年度 学校経営について 

(ｱ) 学校教育目標と重点目標 

ａ 学校教育目標  「たくましい子」 

ｂ  重 点 目 標  「自ら動く」 

ｃ 学校経営目標 

(a) 子どもが「学びの根」「心の根」「命の根」を培いながら、学ぶ楽し

さと自己の成長を実感する学校を創る 

(b)  「信頼の土」を醸成し、保護者、地域から信頼され、教職員がやり

がいと誇りを持って勤務する学校を創る 

(ｲ) 学校経営の重点 

ａ  子どもが「学びの根」「心の根」「命の根」を培いながら、学ぶ楽しさ
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と自己の成長を実感する学校を創る 

ｂ  「信頼の土」を醸成し、保護者や地域から信頼され、教職員がやりが

いと誇りを持って勤務する学校を創る 

(ｳ) グランドデザイン 

「学校経営構想：その年度の学校における教育が目指す姿を端的に示し

たもの」で別紙４のとおりである。 

イ 安全教育 

(ｱ) 全体計画 

(ｲ) 平成２９年度学校安全教育計画 

(ｳ) 校内安全点検について 

ウ 地域社会との連携 

エ 学校保健統計 

オ 職員数は 55 人(うち、育休 3人)である。 

カ 学級数・児童数は次のとおりである。 

学年 学級数 
児童数 

男 女 合計 

1 3 50 50 100 

2 4 61 66 127 

3 4 64 45 109 

4 4 57 62 119 

5 5 86 65 151 

6 4 53 55 108 

特別支援 2 10 2 12 

合計 26 381 345 726 

キ 予算執行状況（歳出）については、次のとおりである。 

小学校費・支払額は 11,161 千円で執行率は 36.3％である。 

(ｱ) 中央小学校維持管理費 

支払額は 11,112 千円で執行率は 36.3％である。 

主なものは臨時職員賃金 913 千円、特定消耗品費 1,673 千円、教育材料

費 467 千円、修繕料 1,405 千円、電気使用料 1,415 千円、水道使用料 657

千円、医薬材料費 259 千円、通信運搬費 203 千円、パソコン等保守点検手

数料 619 千円、その他役務費 546 千円、警備保障業務委託料等 374 千円、

パソコン借上料他 2,115 千円、備品購入費 493 千円である。 

(ｲ) 中央小学特別支援学級費 

支払額は 49 千円で執行率は 36.7％である。 

ク 「吉田町立小・中学校備品取扱いの手引」に則って、備品管理が行われてい



- 8 - 

 

るかについて新規購入備品の実査を行った。 

ケ 「学校私費会計取扱要領」に則って、会計業務が執行されているかについて

実査を行った。 

⑵  監査結果 

監査の結果、財務に関する事務についておおむね適正に、経営に係る事業の管

理についてもおおむね合理的に行われている。 

５ 平成 27 年度監査時における監査意見（総括）「私費会計」に関する各小・中学校

からの処理状況報告書について 

今回の監査において「教育委員会事務局（学校教育課）からの指示を受け、事務

処理方法の点検を行うとともに、通帳の保有状況や事務処理上の相違点について整

理した。 

これらを踏まえ策定された。「学校私費会計取扱要領」に基づき、適正に私費会

計事務を行っている」と報告されている。 

なお、今回監査資料として「学校私費会計取扱要領」・(平成 29 年 3 月制定)は学

校教育課から提出されている。 

  



- 9 - 

 

 

別紙１ 
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別紙２ 
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別紙３ 
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別紙４ 


